
１  日時

  令和６ 年６ 月２ ９ 日（ 土）  午前 ８ 時０ ０ 分から 正午ま で

２  訓練会場

  佐久市役所、 各協力機関の拠点、 佐久市総合体育館、 野沢体育センタ ー

  あいと ぴあ臼田、 交流文化館浅科、 駒の里ふれあいセンタ ー

３  佐久市総合防災訓練参加職員

  総務部 38名、 臼田支所 16名、 浅科支所 14名、 望月支所 13名

  企画部 20名、 市民健康部 10名、 環境部 16名、 福祉部 15名

  経済部 14名、 建設部 ８ 名、 会計局 ５ 名、 議会事務局 ３ 名

  学校教育部 13名、 社会教育部 ９ 名、 浅間病院 １ 名

                                計 195名

４  佐久市総合防災訓練参加機関

  佐久警察署 ５ 名、 佐久市建設業協会 ７ 名、 佐久市測量設計業協会 ９ 名

  佐久市消防団 50名、 佐久消防署 ７ 名、 北部消防署 ２ 名、 川西消防署 ２ 名

  長 野Ｌ Ｐ 協会佐久支部 ３ 名、 中部電力パワ ーグリ ッ ド ㈱上田支社佐久営業所３ 名

  ㈱エフ エム佐久平 １ 名、 佐久ケーブルテレ ビ ㈱ ７ 名、 佐久水道企業団５ 名

  佐久市社会福祉協議会 25名、 東日本電信電話㈱ ３ 名

                                計 129名

５  佐久市総合防災訓練参加市民

  野沢地区 47名 中込地区 38名  黒田区  43名

  臼田地区 56名 浅科地区 21名  望月地区 37名     計 242名

６  訓練内容

  佐久市災害対策本部設置・ 運営訓練（ 参加機関から のリ エゾ ン派遣）

  避難所開設運営訓練（ 野沢・ 中込・ 臼田・ 浅科・ 望月の５ 箇所で実施）

  孤立現場対応訓練（ 救助訓練、 ド ロ ーンによ る 偵察訓練、 ト ンパッ ク 設置・ 撤去訓練）

  火災対応訓練

令和６ 年度佐久市総合防災訓練実績報告書
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【訓練実施区の合計】 102 区／240区

【区の主要訓練種目等】

区

区

区

区

区

区

区
※各区の複数回答含む。

【各地区の内訳】

地区 訓　練　種　目

実施
区数

浅間地区 14区 10 2 0 0 2 2 2 2 20

野沢地区 24区 9 1 1 5 4 7 1 5 33

中込地区 22区 6 6 1 2 0 6 2 9 32

 東  地区 9区 4 2 2 2 0 3 1 1 15

臼田地区 18区 6 3 0 1 5 2 7 3 27

浅科地区 3区 3 0 1 0 1 0 0 0 5

望月地区 12区 0 5 0 0 1 3 0 4 13

計 102区 38 19 5 10 13 23 13 24 145

各区の複数回答含む。

23

令和６年度　各区防災訓練の実施状況

(42.5%)

【訓練参加人数】　 3,736人

令和７年１月６日現在
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実施日 曜日 要請団体・ 代表者 参加者数 実施日 曜日 要請団体・ 代表者 参加者数

1 4月20日 土 上中込区 13 21 9月29日 日 西耕地区 50

2 5月11日 土 土地の森 35 22 10月7日 日 保健補導委員会 15

3 5月18日 土 小宮山区 35 23 10月18日 金 望月食生活改善グループ 20

4 5月26日 日 下県区 30 24 10月20日 日 田口原区 45

5 6月15日 土 鍛冶屋区 40 25 10月20日 日 平賀下宿区 17

6 6月19日 水 岩村田・ 東包括支援セン タ ー 30 26 11月10日 日 駒込区 25

7 6月20日 木 野沢包括支援セン タ ー 26 27 11月17日 日 日向区 25

8 7月4日 木 野沢中学校 40 28 11月29日 金 中込包括支援セン タ ー 30

9 7月8日 月 上桜井区 30 29 12月3日 火 横根民生児童委員 25

10 7月19日 金 中込包括事業所連絡協議会 30 30 12月11日 水 佐久総合病院 20

11 7月21日 日 平井区 25 31 12月16日 月 中込小学校 50

12 7月27日 土 男女共同参画ネッ ト ワ ーク 70 32 12月20日 金 浅間地区民生委員児童委員協議会 57

13 7月28日 日 平賀ア ベニュ ー区 10 33 1月15日 水 浅科望月包括 予定

14 8月4日 日 岸野おやじ の会 25 34 1月21日 火 寄合所　 文ちゃ ん家 予定

15 8月25日 日 上桜井区 20 35 3月9日 日 中桜井区 予定

16 9月8日 日 洞源区 20

17 9月8日 日 瀬戸中区 30

18 9月15日 日 伊勢林区 40

19 9月27日 金 大沢地区（ ６ 区） 100

20 9月29日 日 住吉町区 70

令和６ 年度 出前講座 実績一覧（ 予定含む）

団体別実施数

令和７ 年１ 月６ 日現在 

区 小・ 中学校 社協 PTA 公民館 青年会議所 職員 訓練 その他 計

19 2 0 1 0 0 0 0 13 35
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令和元年東日本台風の被害を受けたことを契機に、地域で起きた浸水や通行不能箇所などの“これ

までに起きた災害”の情報を住民が主体となり「地域防災マップ」へ落とし込み、地域の災害リスク

を可視化し“これから起こりうる災害”に備えることとする。

地域が、「地域防災マップ」を災害時の避難行動の目安とすることで、平時から防災意識を高め、

「地域防災力の向上」及び「災害に強いまちづくり」へ繋げることを目的とする。

「地域防災マップ作成について」

資料２-４

事業の目的

地域防災マップ作成対象地域

・令和元年東日本台風で風水害被害があった区及び、その周辺にある地域柄関係の深い区を選定。
・令和３年度から作成を行い、本年度で、全１３０区が完成する予定。

地域防災マップ作成区一覧



・水が山の上から沢伝いで流れた

・道路が南側に傾斜しているため
南側の住居に水が流れ込んだ

・道路が川のようになった

・国道の用水が溢れ、流れ込んだ

・岸が洗堀された
（護岸工事済）

・護岸が低いため、大雨時に
避難指示を呼びかける

・玄関に水が流れ込んだ

・10mm、20mmの
雨でも溢れる

JA

内山郵便局

・台風19号当時、道路が田より
高いため、通行可能だった

・台風19号後南側のみ改修済み
・北側は要望提出

・小さいU字溝のため、
大雨時には道路に水が走る

・歩道下に暗渠

・洪水・土砂災害時の避難場所
には指定されていない

・群馬方向のみ通行止め

・大雨のたびに道路上を水が走る

・田んぼが浸水

優良老人ホームコスモス

消防団第12分団
内山詰所

地区①

・神社裏の岩が崩落（令和３年度）

・沢から土砂水が流れ、国道手前の水路
に土砂が溜まり、氾濫した

Ｎ

・沢から土砂水

・山から水が流れ込み、
道が川のようになった

内山集会場
（町上）

・山から水が流れ込み、道が川のようになった

・土砂、砂利も流れ込んで
用水が埋まってしまった

・用水の縁が石積みなので
泥が貯まりやすい

・山からの水が溜まる
・低くなっている箇所に水がたまる

・橋は一度流されている
今はコンクリートなので大丈夫

・用水などから溢れる

・グラウンドに山から
の水が流れ込む

・バイパスは台風19号の時も通れた

・内山地区社会体育館は内山集会場
よりも高い

中山技研
・基礎はしっかりしており、数名で
あれば駆け込める

・取水口

・水門

・沢から水が出る

・消防庫

・普段水が出ていない沢が大雨時危険
・沢水がどす黒い水ならば危険

・道より低い住家に水が
入らないよう土のうを積んだ

・佐久総合運動公園、
城山小学校へ

・用水が溢れると道路が浸水していく

・山水が集まってくる（寺沢）

・内山集会所は長く
はとどまれない
・一時的な避難

・崩れると道路がふさがる

・水が流れてくると土砂崩れが心配

内山地区地域防災マップ（町上区、肬水区）
制作年月：令和６年２月 長野県地域長野県地域発元気づくり支援金活用事業
作成：内山地区、佐久市、佐久市消防団、株式会社千代田コンサルタント

（町下）

防災マップ記号凡例

令和元年台風19号及び
過去に起きた災害情報

災害発生の可能性がある場所

避難場所等情報

流水経路

WH=○○m

氾濫浸水範囲

浸水深さ

床上浸水

床下浸水

建物全壊

建物半壊

破堤・洗堀箇所

越水箇所

がけ崩れ

地すべり

土砂崩れ

土砂流出

土石流

通行止め

土のう積み

避難経路

指定避難所
指定緊急避難場所

その他施設

その他情報 1:2500（A0）

作成した地域防災マップの一例


